
関
東
大
震
災
と
昭
和
金
融
恐
慌

深

見

泰

孝

一
、
は
じ
め
に

三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
観
測
史

上
最
大
の
地
震
に
加
え
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
で
の
一
連
の
事
故
も
発
生
し
、
我
が
国
史
上
類
を
見

な
い
大
災
害
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
歴
史

上
、
最
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
災
害
と
い
え
ば
、

関
東
大
震
災
で
あ
る
。
大
正
一
二
年
九
月
一
日
に
起
き
た

地
震
は
、
東
京
、
神
奈
川
を
中
心
と
す
る
南
関
東
一
帯
を

襲
っ
た
。
被
害
額
は
五
六
億
円
と
言
わ
れ
、
そ
れ
は
当
時

の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
三
七
・
五
％
に
相
当
す
る
被
害
で
あ
っ
た
。

当
時
の
政
府
は
、
震
災
被
害
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
、

予
算
の
見
直
し
や
被
災
者
の
租
税
減
免
、
預
金
部
資
金
に

よ
る
産
業
復
興
、
住
宅
資
金
供
給
の
た
め
の
低
利
融
資
な

ど
様
々
な
施
策
を
行
っ
た
。
な
か
で
も
、
被
災
地
で
あ
る

東
京
が
、
日
本
経
済
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
信
用

機
構
の
崩
壊
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
政
府
、
日
銀

は
可
能
な
限
り
の
資
金
援
助
を
行
い
、
信
用
機
構
の
安

定
、
維
持
に
向
け
た
施
策
を
行
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
施
策

が
、
資
金
援
助
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
条
件
を
緩
や

か
な
も
の
と
し
た
た
め
に
、
後
に
全
国
的
な
金
融
恐
慌
の
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一
因
と
な
る
問
題
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
関
東
大
震
災
か
ら
昭
和
金
融
恐
慌
に
至
る

歴
史
を
振
り
返
り
、
金
融
恐
慌
の
原
因
と
な
っ
た
震
災
手

形
問
題
、
そ
し
て
金
融
恐
慌
の
処
理
方
法
を
振
り
返
っ
て

み
た
い
。
そ
し
て
、
今
回
の
震
災
へ
の
示
唆
と
な
る
こ
と

が
な
い
か
、
考
え
て
み
た
い
。

二
、
支
払
延
期
令
と
震
災
手
形
割
引
損

失
補
償
令

大
正
一
二
年
九
月
一
日
、
関
東
大
震
災
は
発
生
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
っ
て
、
東
京
、
神
奈
川
の
ほ
と
ん
ど
の
金

融
機
関
が
焼
失
、
倒
壊
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
。
東
京
都

内
で
は
、
東
京
銀
行
集
会
所
加
盟
銀
行
八
四
行
の
う
ち
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
の
は
、
日
本
勧
業
銀
行
、

日
本
興
業
銀
行
、
三
菱
銀
行
、
小
池
銀
行
、
麹
町
銀
行
の

五
行
の
本
店
と
横
浜
正
金
銀
行
、
台
湾
銀
行
、
住
友
銀
行

の
各
東
京
支
店
と
住
友
銀
行
丸
の
内
支
店
の
合
計
九
店
舗

に
過
ぎ
ず
、
横
浜
で
は
横
浜
正
金
銀
行
本
店
以
外
は
、
ほ

と
ん
ど
が
焼
失
・
倒
壊
し
て
い
た
。

関
東
大
震
災
発
生
時
に
、
政
府
が
ま
ず
恐
れ
た
の
は
、

米
騒
動
や
朝
鮮
独
立
運
動
の
よ
う
な
民
衆
暴
動
で
あ
り
、

政
府
は
震
災
発
生
後
、
早
急
に
非
常
徴
発
令
や
戒
厳
令
を

出
し
、
秩
序
の
回
復
と
民
心
の
安
定
化
に
向
け
た
施
策
を

実
施
し
た
。
他
方
、
銀
行
に
目
を
向
け
る
と
、
預
金
債
務

の
支
払
に
応
じ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
銀

行
の
店
舗
が
被
害
を
受
け
、
ま
た
、
貸
付
先
も
被
災
し
て

債
権
回
収
の
見
込
み
も
立
た
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
銀
行
界
は
、
九
月
三
日
に
東
京
銀
行
集
会
所

理
事
、
東
京
手
形
交
換
所
所
員
、
主
要
銀
行
代
表
を
集
め

て
、
震
災
善
後
策
を
協
議
し
た
。
こ
の
協
議
で
は
、
支
払

請
求
の
殺
到
を
考
え
る
と
営
業
再
開
は
容
易
で
な
く
、
ま

た
、
支
払
準
備
資
金
を
調
達
す
る
必
要
も
あ
る
。
そ
し

て
、
震
災
後
の
人
心
の
不
安
と
財
産
状
態
の
混
乱
か
ら
、
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無
用
の
紛
争
が
起
き
る
お
そ
れ
も
あ
る
と
し
て
、
一
ヶ
月

間
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
と
銀
行
営
業
所
・
焼
失
金
庫
の
軍
隊

に
よ
る
警
備
を
政
府
に
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府

は
、
こ
の
要
請
を
受
け
て
﹁
私
法
上
ノ
金
銭
債
務
ノ
支
払

延
期
及
手
形
等
ノ
権
利
保
存
行
為
ノ
期
間
延
長
ニ
関
ス
ル

件
︵
い
わ
ゆ
る
支
払
延
期
令
︶﹂
を
出
し
、
銀
行
預
金
の

支
払
猶
予
だ
け
で
な
く
、
震
災
以
前
に
発
生
し
、
震
災
か

ら
九
月
三
〇
日
ま
で
に
支
払
を
す
べ
き
金
銭
債
務
で
、
債

務
者
が
震
災
地
に
営
業
所
を
持
つ
も
の
に
、
三
〇
日
間
の

支
払
延
期
を
認
め
た
︵
給
与
・
賃
金
支
払
、
一
〇
〇
円
未

満
の
引
出
等
は
例
外
︶。

し
か
し
、
銀
行
が
預
金
支
払
を
再
開
す
る
た
め
に
は
銀

行
の
資
力
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
貸
付
債

権
の
回
収
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
他
方
、
三
〇
日

で
は
被
災
者
︵
企
業
︶
の
資
力
回
復
は
容
易
で
な
く
、
貸

付
債
権
の
回
収
は
著
し
い
困
難
が
予
想
さ
れ
た
。
ま
た
、

支
払
延
期
令
に
よ
る
弊
害
︵
被
災
地
と
そ
の
他
地
域
と
の

手
形
取
引
上
の
障
害
な
ど
︶
も
生
じ
、
銀
行
の
も
つ
貸
出

債
権
や
割
引
手
形
を
現
金
化
す
る
た
め
の
手
段
が
必
要
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
九
月
二
七
日
に
、﹁
日
本
銀
行
ノ
手

形
ノ
割
引
ニ
因
ル
損
失
ノ
補
償
ニ
関
ス
ル
財
政
上
必
要
処

分
ノ
件
︵
い
わ
ゆ
る
震
災
手
形
割
引
損
失
補
償
令
︶﹂
が

公
布
施
行
さ
れ
、
日
銀
の
市
中
銀
行
へ
の
資
金
融
通
の
特

別
措
置
を
決
め
た
。
よ
く
言
わ
れ
る
震
災
手
形
と
は
、
こ

の
再
割
引
対
象
手
形
の
俗
称
で
あ
る
。

支
払
延
期
令
は
、
単
な
る
支
払
延
期
を
債
務
者
に
対
し

て
国
が
保
証
し
た
も
の
だ
が
、
震
災
手
形
割
引
損
失
補
償

令
で
は
、﹁
震
災
地
を
支
払
地
と
す
る
手
形
、
震
災
地
に

当
時
営
業
所
を
有
し
た
も
の
の
振
出
し
た
手
形
も
し
く
は

こ
れ
を
支
払
人
と
す
る
手
形
﹂
の
う
ち
、﹁
震
災
以
前
に

銀
行
が
割
引
し
て
い
た
手
形
﹂
で
、
大
正
一
四
年
九
月
三

〇
日
以
前
に
満
期
日
が
来
る
も
の
を
日
銀
が
再
割
引
し
、

二
年
後
に
日
銀
の
被
っ
た
損
失
を
、
一
億
円
ま
で
政
府
が

補
償
し
た
。
す
な
わ
ち
、
政
府
保
証
を
確
約
し
、
日
銀
に
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再
割
引
の
リ
ス
ク
を
背
負
わ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
震
災
手
形
と
し
て
、
日
銀
が
再
割
引
を
し
た
も
の
の

多
く
は
、
震
災
と
は
無
関
係
に
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
た

企
業
の
も
の
で
あ
っ
た
。

三
、
震
災
手
形
問
題
の
発
生

震
災
手
形
割
引
損
失
補
償
令
は
、
震
災
に
よ
っ
て
流
動

性
が
枯
渇
し
た
被
災
企
業
や
そ
の
取
引
先
の
救
済
を
目
的

と
す
る
と
と
も
に
、
銀
行
の
も
つ
債
権
を
現
金
化
さ
せ
る

手
段
で
も
あ
っ
た
。
日
銀
は
当
初
、
再
割
引
が
必
要
な
震

災
手
形
を
二
一
億
円
と
想
定
し
て
い
た
が
、
実
際
に
割
り

引
い
た
手
形
の
総
額
は
、
四
億
三
、
〇
八
一
万
円
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
銀
が
被
災
企
業
を
全
て
救
済
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
中
小
銀
行
が
持
ち
込
ん
だ
震
災
手
形

は
、
担
保
が
な
け
れ
ば
再
割
引
を
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ

り
、
そ
の
た
め
割
引
さ
れ
た
手
形
は
、
都
市
中
位
銀
行
や

特
殊
銀
行
︵
台
湾
銀
行
や
朝
鮮
銀
行
︶
が
持
ち
込
ん
だ
も

の
が
大
半
で
あ
っ
た
︵
表
１⑴

︶。
表
１
に
よ
れ
ば
、
再
割

引
額
の
七
〇
％
以
上
が
、
先
に
述
べ
た
特
殊
銀
行
や
都
市

中
位
銀
行
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、

中
で
も
台
湾
銀
行
に
対
す
る
再
割
引
額
は
、
全
体
の
四
分

の
一
以
上
を
占
め
て
い
た
。

次
に
、
持
ち
込
ま
れ
た
手
形
の
大
口
債
務
者
を
ま
と
め

た
︵
表
２
︶。
表
２
に
よ
れ
ば
、
震
災
手
形
の
大
口
債
務

者
は
、
鈴
木
商
店
や
久
原
商
事
、
原
合
名
、
高
田
商
会
、

村
井
財
閥
な
ど
で
あ
っ
た
。
特
に
、
神
戸
に
本
社
を
置
き

三
井
、
三
菱
に
並
ぶ
一
大
財
閥
と
言
わ
れ
た
鈴
木
商
店
関

係
の
債
務
額
は
、
直
系
、
傍
系
企
業
も
加
え
る
と
全
体
の

約
四
二
％
に
上
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
台
湾
銀
行
が
日
銀

に
持
ち
込
ん
だ
手
形
の
三
分
の
二
が
、
鈴
木
商
店
関
係
の

も
の
だ
っ
た
た
め
で
あ
り⑵

、
震
災
手
形
問
題
が
、﹁
台

銀
・
鈴
木
問
題
﹂
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
で
は
、
両

者
は
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
親
密
な
関
係
と
な
っ
た
の

関東大震災と昭和金融恐慌
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（出所） 日本銀行調査局編（昭和33年）、p.880-882、三菱銀行史編纂委員会編（昭和29年）、p.338、
富士銀行調査部百年史編纂室編（昭和35年）、p.217、「日本銀行特別融通先別融通残高表」
『昭和財政史資料第1号第137冊』より作成

表１ 震災手形割引依頼銀行上位10行の割引額とその割合（単位：千円）

台湾

藤本 BB

朝鮮

安田

村井

十五

川崎

近江

早川 BB

豊国

10行合計

再割引額総計

銀行名

4.7%

25,000 5.8%

80,000 35,987 8.4%

3,000 37,214 8.6%

60,000 115,225 26.7%

公称資本金 震災手形総額 割合

25,000

10,724

2,000 12,624 2.9%

50,000 13,423 3.1%

10,000 19,373 4.5%

100,000 20,073 4.7%

10,250 20,429

2.5%

− 100.0%

− 310,072 72.0%

10,000

430,816

11,210久原商事

債務額債務者 割合債務額 割合債務者

4,500セールフレーザ1,270東亜煙草

100.0%216,570総合計10.3%22,200久原関係

5,950日本生糸8,040国際汽船

2.1%4,630山本総本店3,720旭石油

2.1%

6,750日魯漁業960日本製粉

1.0%2,150大葉久吉6.0%13,030＜鈴木傍系企業＞

2.7%

4,820村井合名3,500神戸製鋼所

2,600村井鉱業1,280大日本塩業

3.1%

7,510高田商会1,300鈴木商店東京支店

3.4%7,420村井関係2.7%5,740＜鈴木直系企業＞

1,760久原本店55,060鈴木合名

3.6%7,720原合名15,530鈴木商店

3.5%

9,230久原房之助33.2%71,890鈴木関係

（出所） 日本銀行調査局編（昭和33年）p.877-878、p.910-912より作成

表２ 震災手形大口債務者一覧



で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
鈴
木
商
店
の
番
頭
・
金
子
直
吉
の

回
顧
談
と
、
大
蔵
省
が
調
査
し
て
ま
と
め
た
﹁
台
湾
銀
行

対
鈴
木
商
店
貸
出
ノ
消
長
並
ニ
整
理
経
過
﹂
か
ら
、
そ
の

過
程
を
見
て
み
よ
う
。

そ
も
そ
も
、
台
湾
銀
行
と
鈴
木
商
店
の
関
係
は
、
鈴
木

商
店
が
台
湾
で
の
砂
糖
や
樟
脳
の
貿
易
を
し
て
い
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
関
係
が
濃
密
に
な

る⑶

。
し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
了
と
と
も
に
、
日

本
経
済
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
反
動
恐
慌
で
あ
っ
た
。

当
初
こ
そ
鈴
木
商
店
は
、
大
戦
中
に
得
た
巨
利
で
当
面
を

凌
ぎ
つ
つ
、
戦
時
中
か
ら
の
拡
大
路
線
を
継
続
し
続
け

た
。
し
か
し
、
こ
の
拡
大
路
線
の
継
続
が
、﹁
世
界
の
鈴

木
﹂
と
ま
で
言
わ
し
め
た
同
社
の
破
綻
原
因
と
な
っ
た
。

関
連
企
業
は
業
績
不
振
に
陥
り
、
中
国
で
の
綿
糸
布
販
売

も
不
振
、
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
締
結
で
売
り
上
げ

は
激
減
し
、
鈴
木
商
店
は
関
連
企
業
の
資
金
援
助
に
追
わ

れ
た
。
そ
し
て
、
大
正
一
一
年
三
月
に
は
、
鈴
木
商
店
自

身
の
資
金
繰
り
も
、
輸
入
為
替
決
済
に
も
窮
乏
す
る
ほ
ど

に
悪
化
し
、
鈴
木
商
店
は
台
湾
銀
行
に
救
済
を
申
し
入
れ

た
。
台
湾
銀
行
も
、
そ
れ
ま
で
に
多
額
の
融
資
を
し
て
き

た
鈴
木
商
店
の
破
綻
は
自
行
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
経
営
規

模
を
考
え
る
と
日
本
経
済
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
と
考

え
、
大
蔵
省
、
日
銀
了
解
の
下
で
救
済
融
資
を
開
始
し

た⑷

。
し
か
し
、
以
後
も
、
鈴
木
商
店
の
経
営
状
態
は
好
転

せ
ず
、
台
湾
銀
行
も
自
行
だ
け
で
は
資
金
に
限
界
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
時
に
は
大
蔵
省
、
日
銀
か
ら
の
支
援
を
受
け

て
、
救
済
融
資
を
続
け
た
。
そ
れ
は
、
鈴
木
商
店
へ
の
貸

付
額
の
推
移
か
ら
も
明
ら
か
で
、
大
正
一
〇
年
末
の
ワ
シ

ン
ト
ン
会
議
前
後
か
ら
、
融
資
額
は
大
幅
に
増
加
を
始

め
、
わ
ず
か
四
年
で
四
倍
に
増
加
し
て
い
た⑸

。

こ
の
よ
う
に
鈴
木
商
店
の
経
営
状
態
は
、
大
正
一
一
年

頃
に
は
か
な
り
悪
化
し
て
い
た
。
大
正
一
三
年
に
は
利
払

い
も
滞
り
始
め
る
。
そ
れ
で
も
台
湾
銀
行
は
、
日
銀
か
ら

必
要
な
場
合
は
震
災
手
形
割
引
に
よ
る
臨
時
融
資
︵
四
、
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三
〇
〇
万
円
︶
を
行
う
旨
の
内
諾
を
得
た
上
で
、
鈴
木
商

店
に
二
、
八
八
〇
万
円
の
整
理
資
金
の
追
加
融
資
や
、
利

下
げ
な
ど
を
実
施
し
た⑹

。
台
湾
銀
行
に
と
っ
て
鈴
木
商
店

の
破
綻
は
自
行
の
破
綻
を
意
味
す
る
た
め
、
深
入
り
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
政
府
も
、
大
正
一
一
年
に
は
鈴
木
商
店
の
窮
状

を
知
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
破
綻
さ
せ
る
こ
と
は
、
日
本

経
済
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
と
、
鈴
木
商
店
の
救
済
に

奔
走
す
る
。
政
府
と
し
て
は
﹁
こ
う
す
る
以
外
に
方
法
は

な
か
っ
た
﹂
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
政
府
の
こ
う
し

た
態
度
が
、
貸
し
手
、
借
り
手
と
も
に
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

を
発
生
さ
せ
る
誘
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
昭

和
金
融
恐
慌
を
詳
細
に
分
析
し
た
高
橋
亀
吉
も
、
政
府
・

日
銀
が
大
正
九
年
反
動
恐
慌
以
降
に
行
っ
た
財
界
救
済
こ

そ
が
、
昭
和
金
融
恐
慌
の
真
因
だ
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
銀
が
再
割
引
し
た
手
形
は
、
経
営

不
振
に
陥
り
返
済
見
込
の
限
り
な
く
薄
い
も
の
と
、
大
手
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194.4%176,098,963大正11年6月末

114.4%201,439,228大正12年6月末

129.7%261,332,460大正13年6月末

119.5%312,320,437大正14年6月末

増 加 率貸付金額年 月

（出所）「台湾銀行対鈴木商店貸出ノ消長並ニ整理経過」『昭和財政史資料第1号第

98冊』

表３ 台湾銀行による鈴木商店向け貸付額の推移（単位：円）

−90,603,883大正10年6月末



銀
行
が
持
ち
込
ん
だ
信
用
リ
ス
ク
の
極
め
て
低
い
も
の
で

構
成
さ
れ
て
い
た
と
見
て
間
違
い
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
再
割
引
か
ら
一
年
後
に
は
、
再
割
引
し
た

手
形
の
残
高
は
一
億
五
、
四
三
三
万
円
減
少
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
減
少
せ
ず
、
昭
和
元
年
末
で
も

二
億
六
八
〇
万
円
︵
再
割
引
額
の
四
八
・
一
％
︶
が
未
決

済
の
ま
ま
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
来
、
震
災
手
形
は
、
震
災
に
よ
っ
て
流
動
性
が
枯
渇

し
た
企
業
の
救
済
が
目
的
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
銀
は
真
に
救
済
が
必
要
な
中
小
企
業
の
手
形
は
再

割
引
を
拒
否
し
、
他
方
で
、
震
災
前
か
ら
経
営
不
振
に

陥
っ
て
い
た
大
企
業
の
救
済
に
用
い
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
震
災
手
形
問
題
は
短
期
間
で
は
解
消
し
得
な
い
﹁
財

界
の
癌
﹂
と
し
て
、
何
年
も
延
引
さ
れ
、
昭
和
金
融
恐
慌

の
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
昭
和
金
融
恐
慌
の
発
生
と
処
理

昭
和
金
融
恐
慌
は
、
時
の
大
蔵
大
臣
の
失
言
を
き
っ
か

け
に
発
生
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
な
ぜ
、
こ
の
時

期
の
失
言
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
金
解

禁
を
巡
る
問
題
が
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
、
次
々

に
世
界
各
国
は
金
本
位
制
か
ら
離
脱
し
た
。
我
が
国
も
、

大
正
六
年
に
ア
メ
リ
カ
が
離
脱
し
た
こ
と
に
倣
っ
て
、
金

輸
出
を
禁
止
し
た
。
こ
れ
は
、
各
国
が
金
輸
出
を
停
止
す

る
中
、
我
が
国
が
金
輸
出
を
禁
止
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
為
替
相
場
が
異
常
に
騰
貴
し
た
こ
と
、
ま
た
、
海
外

の
投
機
筋
に
よ
る
金
の
流
出
を
恐
れ
た
こ
と
が
そ
の
理
由

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
戦
後
、
他
国
が
金
本
位
制
に
復

帰
す
る
中
、
我
が
国
だ
け
は
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
め

ず
、
関
東
大
震
災
も
あ
っ
て
為
替
相
場
は
円
安
に
進
ん

だ
。
た
だ
、
そ
の
後
の
為
替
相
場
は
投
機
的
動
揺
を
繰
り
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返
し
て
、
こ
う
し
た
状
況
を
脱
す
る
た
め
に
金
解
禁
を
目

指
し
、
そ
の
た
め
に
も
、
金
融
市
場
の
重
荷
に
な
っ
て
い

た
震
災
手
形
を
処
理
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
政
府
は
震

災
手
形
処
理
の
審
議
を
開
始
し
、
議
会
に
震
災
手
形
損
失

補
償
公
債
法
案
と
震
災
手
形
善
後
処
理
法
案
を
上
程
し

た
。当

時
の
議
会
は
、
与
野
党
が
鋭
く
対
立
し
て
い
た
が
、

こ
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
議
会
前
に
与
野
党
︵
与

党
：
憲
政
会
、
野
党
：
政
友
会
、
政
友
本
党
︶
は
政
治
休

戦
に
合
意
し
、
両
法
案
は
す
ん
な
り
可
決
さ
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
月
下
旬
に
憲
政
会
と
政
友
本
党

の
連
合
が
暴
露
さ
れ
る
と
、
一
転
、
政
友
会
は
両
法
案
が

①
大
企
業
救
済
で
あ
る
、
②
通
貨
膨
張
や
物
価
騰
貴
を
呼

び
中
間
景
気
を
煽
る
、
③
公
債
増
発
は
公
債
政
策
上
の
消

極
主
義
を
裏
切
る
と
し
て
、
執
拗
に
政
府
を
攻
め
立
て

た
。
こ
の
時
、
片
岡
直
温
蔵
相
が
﹁
本
日
、
東
京
渡
辺
銀

行
は
大
扉
を
下
ろ
し
ま
し
た
﹂
と
失
言
し
、
昭
和
二
年
三

月
一
五
日
に
昭
和
金
融
恐
慌
は
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
失
言
は
、
所
管
大
臣
が
﹁
破
綻
し
た
﹂
と
発
言
し
た
こ

と
に
加
え
、
実
際
に
は
東
京
渡
辺
銀
行
は
破
綻
し
て
お
ら

ず⑺

、
二
重
の
失
言
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
金
融
恐
慌
は
、
三
つ
の
段
階
を
経
て
全

国
へ
と
拡
大
し
た
。
そ
の
第
一
波
は
、
片
岡
蔵
相
の
失
言

で
名
前
を
挙
げ
ら
れ
た
東
京
渡
辺
銀
行
と
、
姉
妹
銀
行
の

あ
か
ぢ
貯
蓄
銀
行
の
休
業
に
始
ま
る
が
、
ま
だ
震
災
地
で

の
局
地
的
な
休
業
、
取
り
付
け
︵
中
井
、
村
井
、
東
京
中

野
銀
行
︶
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、﹁
台
湾
銀
行

が
鈴
木
商
店
へ
の
新
規
貸
出
停
止
﹂
と
の
新
聞
報
道
が
さ

れ
る
と
、
株
式
市
場
、
金
融
市
場
は
騒
然
と
な
り
、
大
蔵

省
、
日
銀
は
台
湾
銀
行
救
済
に
奔
走
し
た
。
ま
た
、
鈴
木

商
店
の
資
金
難
は
系
列
銀
行
の
休
業
を
招
き
、
神
戸
や
関

西
地
区
の
銀
行
で
も
取
付
騒
ぎ
が
勃
発
し
た
。
し
か
も
、

台
湾
銀
行
救
済
の
緊
急
勅
令
が
枢
密
院
で
否
決
さ
れ
る

と
、
台
湾
地
域
の
中
央
銀
行
で
あ
る
台
湾
銀
行
が
、
台
湾
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島
内
の
支
店
を
除
く
、
全
て
の
支
店
で
休
業
に
至
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
さ
ら
な
る
第
三
波
を
招
き
、
有
力
華
族

の
出
資
で
設
立
さ
れ
、
宮
内
省
金
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
た
十
五
銀
行
に
も
預
金
取
付
が
及
ん
だ
。
台
湾
銀
行
、

十
五
銀
行
の
休
業
は
、
金
融
不
安
の
決
定
的
転
換
点
と
な

り
、
取
付
は
そ
れ
ま
で
の
局
地
的
な
も
の
か
ら
、
全
国
へ

と
波
及
し
、
コ
ー
ル
取
引
も
途
絶
、
為
替
市
場
か
ら
株

式
、
商
品
市
場
へ
と
悪
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

事
態
の
悪
化
を
受
け
て
、
政
府
は
支
払
延
期
及
手
形
保

存
行
為
ノ
期
間
延
長
ニ
関
ス
ル
勅
令
︵
い
わ
ゆ
る
、
支
払

延
期
勅
令
︶
を
公
布
施
行
、
日
銀
も
、
担
保
品
の
異
例
な

拡
大
や
、
廃
棄
券
、
急
造
の
﹁
裏
白
﹂
券
も
動
員
し
、
現

金
通
貨
を
供
給
し
た
。
支
払
延
期
中
の
五
月
九
日
に
政
府

は
、
日
本
銀
行
特
別
融
通
及
損
失
補
償
法
︵
政
府
が
五
分

利
国
債
で
五
億
円
を
補
償
︶、
台
湾
ノ
金
融
機
関
ニ
対
ス

ル
資
金
融
通
ニ
関
ス
ル
法
律
︵
政
府
が
日
銀
に
二
億
円
を

補
償
︶
を
公
布
施
行
し
た
。
こ
う
し
て
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

が
明
け
た
五
月
一
三
日
以
降
、
金
融
、
株
式
市
場
は
よ
う

や
く
平
穏
を
取
り
戻
す
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
、
こ
の
間
に
破
綻
し
た
銀
行
の
整
理
は
、
単
独
整

理
と
救
済
銀
行
へ
の
合
同
の
二
方
式
で
行
わ
れ
た
。
前
者

は
台
湾
銀
行
と
十
五
銀
行
に
適
用
さ
れ
、
単
独
整
理
が
困

難
で
あ
っ
た
村
井
、
中
井
、
中
沢
、
八
十
四
、
近
江
、
そ

れ
に
小
規
模
な
久
喜
の
六
行
は
、
救
済
銀
行
と
し
て
新
設

さ
れ
た
昭
和
銀
行
︵
昭
和
二
年
一
二
月
開
業
︶
に
合
同
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
預
金
者
に
も
、
当
時
、
預
金
保
険
制
度

は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、﹁
年
内
預
金
支
払
便
法
﹂
が
活

用
さ
れ
、
平
均
し
て
五
～
六
割
が
補
償
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
昭
和
金
融
恐
慌
と
は
、
三
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
、
全
国
に
波
及
し
た
一
大
信
用
恐
慌
で
あ
っ
た
。
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五
、
金
融
行
政
転
換
の
起
点
と
な
っ
た

金
融
恐
慌

昭
和
金
融
恐
慌
で
破
綻
し
た
銀
行
は
、
よ
く
似
た
特
徴

を
も
っ
て
い
た
。
恐
慌
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
東
京
渡
辺

銀
行
の
場
合
、
経
営
者
一
族
が
経
営
の
土
地
会
社
、
電
灯

会
社
、
ガ
ス
会
社
、
汽
船
会
社
、
鉄
道
会
社
な
ど
に
貸
出

総
額
の
七
四
％
を
、
村
井
銀
行
も
ま
た
同
家
経
営
の
商

社
、
鉱
山
会
社
、
不
動
産
所
有
会
社
に
貸
出
総
額
の
二
五

％
を
貸
し
付
け
て
い
た
。
台
湾
銀
行
は
鈴
木
商
店
、
十
五

銀
行
も
松
方
関
連
事
業
︵
川
崎
造
船
、
川
崎
汽
船
な
ど
︶

へ
の
貸
付
が
多
額
を
占
め
て
お
り
、
貸
付
先
の
分
散
に
よ

る
リ
ス
ク
引
下
機
能
が
低
下
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
企
業

と
銀
行
が
共
倒
れ
す
る
リ
ス
ク
が
常
に
存
在
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
銀
行
に
限
ら
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
銀
行
は
、
何
ら
か
の
形
で
特

定
企
業
の
機
関
銀
行
的
な
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
構
造
的

な
問
題
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
震
災
手
形
問
題
の
本
質
は
、
市
中
銀
行
の
保
有

す
る
不
良
債
権
を
日
銀
へ
肩
代
わ
り
さ
せ
た
こ
と
で
あ

る
。
不
良
債
権
の
処
理
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
後
の

反
動
恐
慌
以
来
の
課
題
で
あ
っ
た
。
反
動
恐
慌
以
来
の
慢

性
化
し
た
不
況
の
下
、
日
銀
特
融
が
頻
繁
に
実
施
さ
れ

た
。
本
来
、
日
銀
特
融
は
信
用
機
構
の
安
定
の
た
め
に
実

施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
事
業
会
社
へ

の
直
接
的
な
融
資
も
行
わ
れ
、
実
施
の
度
に
、
規
模
、
対

象
を
拡
大
さ
せ
て
い
た
。
日
銀
の
安
易
な
救
済
に
慣
れ

切
っ
た
財
界
は
、
抜
本
的
な
財
界
整
理
を
せ
ず
に
放
漫
経

営
を
放
置
し
、
政
府
、
日
銀
へ
の
安
易
な
依
存
を
高
め

た
。
そ
れ
は
、
関
東
大
震
災
発
生
時
の
日
銀
に
よ
る
震
災

手
形
の
再
割
引
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
措
置
は
、
震
災
に
よ
っ
て
流
動
性
が
枯
渇
し
た
被
災

企
業
や
そ
の
取
引
先
の
救
済
が
目
的
で
あ
っ
た
。
日
銀
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も
、
震
災
手
形
割
引
損
失
補
償
令
は
再
割
引
対
象
な
ど

が
、
か
な
り
緩
や
か
に
定
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
震
災
手

形
制
度
が
本
来
の
趣
旨
を
外
れ
て
濫
用
さ
れ
な
い
よ
う
、

﹁
緊
急
勅
令
ニ
依
ル
特
別
融
通
ノ
範
囲
、
期
間
及
ヒ
其
取

扱
ニ
関
ス
ル
重
ナ
ル
注
意
事
項
﹂
を
定
め
、
震
災
に
関
係

す
る
手
形
に
対
し
て
の
み
、
融
通
を
与
え
る
こ
と
を
決
め

た
。し

か
し
、
実
際
は
、
鈴
木
商
店
の
事
例
が
象
徴
す
る
よ

う
に
、
震
災
と
は
無
関
係
に
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
た
企

業
の
手
形
を
大
量
に
割
り
引
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し

か
も
、
鈴
木
商
店
の
事
例
で
は
、
台
湾
銀
行
が
、
日
銀
の

震
災
手
形
割
引
に
よ
る
臨
時
融
資
を
前
提
に
追
加
融
資
を

行
っ
て
お
り
、﹁
注
意
事
項
﹂
は
守
ら
れ
て
は
い
な
か
っ

た
。
こ
う
し
た
日
銀
の
態
度
は
、
銀
行
経
営
者
に
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
、
震
災
と
は
無

関
係
な
不
良
債
権
が
次
々
に
日
銀
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と

を
招
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
銀
行
経
営
者
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
へ
の
有
効

な
防
止
策
は
、
銀
行
経
営
者
に
対
し
て
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

の
誘
因
を
弱
め
る
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
契
約
を
与
え

る
こ
と
と
、
銀
行
の
貸
付
行
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
求
め

ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
経
営
責
任
の
追
及
と
厳
格
な
銀

行
検
査
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
破
綻
銀
行
経
営
者
に
対
す
る

経
営
責
任
の
追
及
は
、
明
治
期
以
来
、
多
く
の
銀
行
の
破

綻
事
例
で
、
預
金
者
が
破
綻
銀
行
経
営
者
や
大
株
主
に
対

し
私
財
提
供
を
求
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
銀
行
に
対
す
る

大
蔵
省
検
査
は
当
時
も
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
人
員

不
足
な
ど
か
ら
内
容
は
不
十
分
で
、
日
銀
の
臨
時
検
査
や

地
方
官
庁
が
代
行
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
銀
行
検
査
が

十
分
に
機
能
し
な
い
中
、
日
銀
が
救
済
融
資
を
続
け
た
た

め
、
借
り
手
、
貸
し
手
に
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
生
む
結
果

と
な
っ
た
。
大
蔵
省
も
問
題
を
認
識
し
て
お
り
、
恐
慌
発

生
直
前
の
大
正
十
五
年
十
月
か
ら
金
融
制
度
調
査
会
で
金

融
制
度
の
整
備
改
善
を
検
討
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
銀
行
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業
の
免
許
制
、
最
低
資
本
金
規
制
、
役
員
兼
業
の
禁
止
な

ど
を
柱
と
す
る
銀
行
法
を
と
り
ま
と
め
、
以
後
、
銀
行
行

政
は
事
前
規
制
型
へ
転
換
し
、
銀
行
検
査
の
厳
格
化
も
行

わ
れ
た
。

六
、
む
す
び
に
か
え
て

昭
和
金
融
恐
慌
と
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
反
動
恐

慌
以
降
、
不
良
債
権
処
理
を
先
送
り
し
た
こ
と
に
始
ま

り
、
複
数
の
要
因
が
絡
み
合
い
、
発
生
し
た
一
大
信
用
恐

慌
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
恐
慌
が
金
融
シ
ス
テ
ム
に

残
し
た
教
訓
は
二
点
あ
る
。
一
点
目
は
銀
行
経
営
者
の
モ

ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
防
止
策
の
問
題
、
二
点
目
は
、
銀
行
破
綻

時
の
処
理
方
法
の
確
立
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
点
目
に
関

し
て
は
、
銀
行
法
の
制
定
、
事
前
規
制
型
の
監
督
体
制
へ

の
転
換
と
と
も
に
厳
格
な
銀
行
検
査
の
実
施
を
促
し
た
。

二
点
目
に
関
し
て
は
、
救
済
銀
行
方
式
に
よ
る
破
綻
銀
行

処
理
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
金
融
恐
慌
は
、
金
融

シ
ス
テ
ム
の
安
定
に
関
わ
る
、
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

今
回
の
震
災
に
限
ら
ず
、
未
曾
有
の
大
地
震
、
津
波
は

不
可
抗
力
で
あ
り
、
そ
の
被
害
者
︵
企
業
︶
の
支
援
は
惜

し
む
べ
き
で
は
な
い
。
た
だ
、
震
災
対
応
と
い
う
美
名
の

下
に
、
経
営
不
振
企
業
ま
で
延
命
さ
せ
る
こ
と
は
決
し
て

許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
救
わ
れ
る
べ
き
は
、
震
災
に

よ
っ
て
流
動
性
が
枯
渇
し
た
企
業
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

︵
注
︶

⑴

日
本
銀
行
調
査
局
編
﹃
日
本
金
融
史
資
料
昭
和
編
﹄
第
一
三
巻
、

昭
和
四
〇
年
、
p
.
5
4

⑵

﹁
台
湾
銀
行
震
災
手
形
調
﹂﹃
昭
和
財
政
史
資
料
第
一
号
第
九
八
冊
﹄

⑶

大
阪
朝
日
新
聞
経
済
部
編
﹃
昭
和
金
融
恐
慌
秘
話
﹄
朝
日
文
庫
、

平
成
一
一
年
、
p
.
4
2
-
4
4

⑷

﹁
台
湾
銀
行
対
鈴
木
商
店
貸
出
ノ
消
長
並
ニ
整
理
経
過
﹂﹃
昭
和
財

政
史
資
料
第
一
号
第
九
八
冊
﹄
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⑸

大
正
一
〇
年
末
か
ら
翌
年
六
月
末
に
、
台
湾
銀
行
か
ら
鈴
木
商
店

へ
の
貸
出
は
五
、
二
三
八
万
円
増
加
し
た
︵
前
掲
﹁
台
湾
銀
行
対
鈴

木
商
店
貸
出
ノ
消
長
並
ニ
整
理
経
過
﹂︶。
金
子
直
吉
の
回
顧
談
で
も
、

﹁
統
率
力
の
欠
乏
、
船
鉄
交
換
の
失
敗
及
び
軍
縮
︵
前
掲
﹃
昭
和
金
融

恐
慌
秘
話
﹄
p
.
5
4︶﹂
が
鈴
木
商
店
破
綻
の
原
因
と
述
べ
て
お
り
、

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
が
同
社
に
打
撃
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ

う
。

⑹

前
掲
﹁
台
湾
銀
行
対
鈴
木
商
店
貸
出
ノ
消
長
並
ニ
整
理
経
過
﹂

⑺

東
京
渡
辺
銀
行
は
失
言
当
日
、
大
蔵
省
に
手
形
決
済
資
金
不
足
に

よ
る
、
支
払
い
停
止
を
報
告
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
日
中
に
資
金

を
調
達
し
手
形
決
済
を
終
え
て
い
た
が
、
こ
れ
は
報
告
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

︵
参
考
文
献
︶

安
部
悦
生
編
著
﹃
金
融
規
制
は
な
ぜ
始
ま
っ
た
の
か
│
大
恐
慌
と
金
融

制
度
の
改
革
│
﹄
日
本
経
済
評
論
社
、
平
成
一
五
年

大
阪
朝
日
新
聞
経
済
部
編
﹃
昭
和
金
融
恐
慌
秘
話
﹄
朝
日
文
庫
、
平
成

一
一
年

高
橋
亀
吉
、
森
垣
淑
﹃
昭
和
金
融
恐
慌
史
﹄
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
成

五
年

日
本
銀
行
調
査
局
編
﹃
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
﹄
第
二
二
巻
、

昭
和
三
三
年

日
本
銀
行
調
査
局
編
﹃
日
本
金
融
史
資
料
昭
和
編
﹄
第
一
三
巻
、
昭
和

四
〇
年

日
本
銀
行
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
日
本
銀
行
百
年
史
﹄
第
三
巻
、
昭

和
五
八
年

三
菱
銀
行
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
三
菱
銀
行
史
﹄、
昭
和
二
九
年

富
士
銀
行
調
査
部
百
年
史
編
纂
室
編
﹃
富
士
銀
行
八
十
年
史
﹄
昭
和
三

五
年

史
料

＜
＞

﹁
台
湾
銀
行
対
鈴
木
商
店
貸
出
ノ
消
長
並
ニ
整
理
経
過
﹂﹃
昭
和
財
政
史

資
料
第
一
号
第
九
八
冊
﹄

﹁
台
銀
震
災
手
形
調
﹂﹃
昭
和
財
政
史
資
料
第
一
号
第
九
八
冊
﹄︵
国
立
公

文
書
館
蔵
︶

﹁
日
本
銀
行
特
別
融
通
先
別
融
通
残
高
表
﹂﹃
昭
和
財
政
史
資
料
第
一
号

第
一
三
七
冊
﹄︵
同
上
︶︵

ふ
か
み

や
す
た
か
・
当
研
究
所
研
究
員
︶
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